
Ⅰ 調査結果の概要



１ 原料用かんしょ生産費

図１ 主要費目の構成割合（10ａ当たり）

(1) 平成18年産原料用かんしょの10ａ当たり

資本利子・地代全額算入生産費（以下

「全算入生産費」という。）は12万3,293

円で、前年に比べ0.6％増加し、100kg当た

り全算入生産費は3,924円で、10ａ当たり

収量が減少したことから前年に比べ5.6％

増加した。

(2) 10ａ当たり全算入生産費が増加したの

は、肥料価格の上昇に伴い肥料費が増加し

たことと、原油価格の高騰により光熱動力

費が増加したこと等による。

(3) 10ａ当たり粗収益は、収量が減少したこ

とから前年に比べ4.8％減少し、９万9,335

円となった。

表１ 原料用かんしょの生産費及び収益性
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２ 原料用ばれいしょ生産費

図２ 主要費目の構成割合（10ａ当たり）

(1) 平成18年産原料用ばれいしょの10ａ当た

り全算入生産費は７万1,322円で、前年に比

べ0.8％増加し、100kg当たり全算入生産費

は1,747円で、10ａ当たり収量が減少したこ

とから前年に比べ7.8％増加した。

(2) 10ａ当たり全算入生産費が増加したの

は、原油価格の高騰により光熱動力費が増

加したこと等による。

(3) 10ａ当たり粗収益は、収量が6.3％減少し

たことに加え、でん粉量が減少したことか

ら前年に比べ11.3％減少し６万8,791円と

なった。

表２ 原料用ばれいしょの生産費及び収益性
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３ てんさい生産費

図３ 主要費目の構成割合（10ａ当たり）

(1) 平成18年産てんさいの10ａ当たり全算入

生産費は９万7,281円で、前年に比べ1.5％

増加し、１ｔ当たり全算入生産費は１万6,694

円で、10ａ当たり収量が減少したことから

前年に比べ7.2％増加した。

(2) 10ａ当たり全算入生産費が増加したの

は、病害虫の発生により農業薬剤費が増加

したことや、原油価格の高騰により光熱動

力費が増加したこと等による。

(3) 10ａ当たり粗収益は、収量が減少したこ

と等から前年に比べ6.8％減少し９万4,397

円となった。

表３ てんさいの生産費及び収益性
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４ 大豆生産費

図４ 主要費目の構成割合（10ａ当たり）

(1) 平成18年産大豆の10ａ当たり全算入生産

費は６万428円で、前年に比べ6.9％減少

し、60kg当たり全算入生産費は２万1,299円

で前年に比べ2.7％減少した。

(2) 10ａ当たり全算入生産費が減少したの

は、光熱動力費等が増加したものの、１戸

当たり作付面積が増加したことに伴うスケ

ールメリットにより労働費が減少したこと

による。

(3) 10ａ当たり粗収益は、収量が減少したこ

と等から前年に比べ5.5％減少し３万9,828

円となった。

表４ 大豆の生産費及び収益性

物財費
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５ さとうきび生産費

図５ 主要費目の構成割合（10ａ当たり）

(1) 平成18年産さとうきびの10ａ当たり全算

入生産費は17万2,484円で、前年に比べ1.1％

増加し、１ｔ当たり全算入生産費は２万7,093

円で、10ａ当たり収量が増加したことによ

り前年に比べ4.4％減少した。

(2) 10ａ当たり全算入生産費が増加したの

は、収穫委託作業の増加等に伴い賃借料及

び料金が増加したことと、原油価格の高騰

により光熱動力費が増加したこと等によ

る。

(3) 10ａ当たり粗収益は、収量が増加したこ

とや糖度が上昇したことから前年に比べ7.7

％増加し、13万4,597円となった。

表５ さとうきびの生産費及び収益性
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